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　その後に外へ出て桜の広場にあるたくさんの木々を
眺めると…なんと！「あれ？あの木のあそこの幹や
枝、馬みたい」「ワニがあそこに！」不思議なことに
動物がたくさん隠れているように見えてきます。画用
紙に、自分が見つけた“かくれんぼ”しているものをス
ケッチして、それがどこにいたのか、みんなに伝えま
す。自分の目では見えなかったものまでたくさんいて
(なんと宇宙人まで！)みんなでビックリでした。

　『指先、ドキドキ、探検』は、ごろうさんが持って
いる袋の中に、一人ずつ手を入れて触り、同じものを
フィールドに探しに行きます。子どもたちは感覚が豊
かで、「あ！これ、わかった！」とすぐに見つけてい
ました。すごいですね。

　最後は『木のこすり絵』です。木の幹に画用紙を当
て、クレヨンで擦って木肌を映し出します。木の肌に
も、それぞれ個性があることを皆で実感できたひとと
きでした。

　帰る前のおやつの時間。所内にある金柑を使って
作ったジャムをクラッカーにつけて、のんびりほっこ
りいただきました。
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